
 

 

 

 

 

 

 

第 70回 宇治久世教職員組合 定期大会 開催！ 
2024 年 2 月 23 日（金・祝）、勤労者福祉会館にて「第 70 回 宇治久世教職員組合 定期大会」を

開催し約 30 名が参加しました。第 1 号議案から第 6 号議案までが満場一致で採決されました。代議

員の発言はいずれも、職場や組合で横のつながりを作る事の大切さ、組合があるからこそおかしいこ

とをおかしいと管理職や教育委員会に言える事などが語られました。仲間と共に教職員の働き方をよ

りよいものにして、子どもたちが生き生きを学びに参加できる学校を作っていこうと確認しました。 

下川委員長の挨拶 

 現場は、6 年生を送る会や学年のまとめ、卒業式の取り組みも始まった頃だと思

う。そのような中インフルエンザなどで体調を崩す子どもや先生方が多くおられ、

混乱もあったと聞いている。教職員人事も大枠で決まり、次年度に向けた協議もあ

るだろう。昨年 4 月のスタート以来、日々の学習指導や生活指導、行事、研究、会

議など隙間無く計画されているのではないだろうか。コロナ禍で制限されていた行

事なども、なし崩し的に再開されてきて、以前のように忙しい日々となってきた。一体どこに教材研

究や児童と向き合う時間が日々あるのか疑問だ。 

自分も働き始めた頃は 6 時には学校を出ていたが、経験を積んだ今は、もっと早く帰れても良いと

思うのに、真逆でさらに忙しい。授業時間の増加や道徳や英語の教科化、指導要領が変わるたびに教

科も変わってきた。ICT の活用や授業改善、なんとかスタンダード、研修や研究、教育への過度な要

求など様々な忙しくなる要因があると思う。22 年度の精神疾患による休職者数は 6539 人と、過去最

多となりギリギリの状況。まさに、今の学校は教員の忍耐と善意によって成り立っている。このよう

な中、教員を目指す学生が少なくなるのも当然。組合としてもこの状況を行政に対し交渉を重ね、少

しずつ改善されてきたこともある。声を上げなければ変わらない。皆さんの一人ひとりの声を集めて

結集するのが組合の役割だと思う。この 1 年間の各分会、専門部、サークル、職場改善の取り組み、

学び、地域との連携などたくさんの取り組みがされた。少人数分会で奮闘されている組合員もいる。

定期大会の討論では積極的に発言いただき、その経験を皆さんのものにできればと思う。 

感想から 

・皆さんの発言を聞き、改めて自分の子どもたちへの関わり方を考えようと思った。日々の忙しさに

追われて、自分の指示は子どもたちを管理することになってしまいそうになる。そうではなく、子ど

もたちが生き生きと学校生活を送れるよう向き合いたいと思う。 

・私たちが働きやすい職場を、私たち自身の手で作り上げていくことが大切だと改めて感じた。おか

しいと思うことには声を上げることが大切だが、1 人ではやはり勇気が出ないことも。だから仲間の

存在が必要だと思った。 

・多くの方の発言から、元気が出たり、仲間がいることの心強さを感じたりして心がほっこりした。

これからもつながっている仲間と支え合い、仕事や組合活動を頑張ろうと思った。 

・総括や発言から、やはり組合のつながりが大切だと感じられる時間となった。 

・子育てと仕事がなかなか両立しない中、組合の先生たちに出会ったときにかけてもらう声の暖かさ

に救われた 1 年となった。 

 

 

 

 

 

春の教研を開催します。

参加費無料です。 

2024 年 4 月 12 日（金）18：30 より宇

治市生涯学習センターにて「春の教研」

を行います 

 サークル幌馬車（生活指導のサークル）

で活動中の岡田怜先生を迎えて行い増す。 

 参加者が子どもになってワークショッ

プ形式で実践的にクラス作りを学べます。 

 組合員には図書購入補助券（1000 円分）

を配布。（ビラの裏に印刷しています。）

組合員と来られる未組合員の方も補助券

が使えます。組合員と一緒にご参加くだ

さい。 

発行：宇治久世教職員組合 

宇治市大久保町上ノ山２９―１ 

TEL：0774-44-6191 

FAX：0774-44-8026 

Mail：ujikuse@khaki.plala.or.jp 2024年 3月号 全職員用 

      京教済は 教職員のための共済です。 

      掛け金６００円／月で退職時に全額返金される総合共済は 

      結婚、出産等の祝い金、災害時の見舞金等が給付されます。 

      その他、教職員賠償責任共済や、くらしの賠償責任共済 

（自転車事故にも対応）などもあります。          


